
 
 

 第
二
六
五
回
北
斗
句
会
（令
和
七
年
六
月
四
日
）  

 

五
十
音
順 

 

○特
は
特
選 

石
田
き
よ
し
選 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

故
郷
の
姿
か
は
ら
ぬ
夏
木
立 

 
 
 
 
 
 
  

大
崎
石
州 

○特 

忍
び
寄
る
加
齢
の
不
安
梅
雨
に
入
る 

 
 
  

太
田
黒
幸
風 

夏
場
所
や
故
郷
に
笑
顔
大
の
里 

 
 
 
 
 
 

大
森
康
正 

若
葉
風
上
総
の
海
の
碧
き
か
な 

 
 
 
 
 
  

川
崎
き
ご
う 

 
 
 
 
 
 
 

恥
じ
ら
ひ
や
少
し
斜
め
の
夏
日
傘 

 
 
 
 
 

竹
内
雲
泉 

蕗
を
剝
く
妻
と
二
人
の
昼
下
が
り 

 
 
 
 
 

田
中
資
凡 

 
  

○特 

麗
人
め
く
艶
の
色
香
や
初
な
す
び 

 
 
 
 
 

長
池
豆
陽 

 

○特 

青
山
椒
古
道
に
の
こ
る
旅
籠
跡 

 
 
 
 
 
  

藤
田
紀
潮 

 

 
 

け
ふ
五
千
あ
す
は
万
歩
や
夏
帽
子 

 
 
 
 
  

石
田
き
よ
し 


